
区分 単位 1単位

科目名 時間数 15時間

講師名 履修学年 3年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

使用教科書・教材・参考書

必要な資料は適宜配布

成績評価の方法

出席状況　15%　　課題提出状況　85%

備考

各クラスで授業

在宅における非経口的栄養摂取

　　　〃

授業内容

学習内容

居住環境の理解

在宅における食事介助

車いす生活の体験

　　　〃

在宅療養生活におけるQOL

　　　〃

専門分野

地域・在宅看護方法Ⅳ

専任教員

健康障害が地域で暮らし続けることに与える影響について考え、その暮らしを支え

るための看護や社会資源の活用について学ぶ。

1.自分自身の生活を振り返り、疾病や障害が生活に与える影響を理解できる。

2.地域・在宅で行われる看護実践についての知識・技術を身につける。


